
官民学連携

「プラチナシティ」に認定（全国で37番目）

●取手市は令和元年11月にプラチナ構想ネットワーク
　から、全国で37番目となるプラチナシティ（イノベー
　ションや新しいアイデアにより社会課題を解決する自治
　体）に認定され、プラチナ奨励賞を受賞しました。
●健康で幸せに暮らせる社会を実現するための「スマート
　ウェルネスとりで」の推進や、「アートのまち」として、
　文化芸術に彩られた心豊かに暮らせるまちづくりなどの
　施策などの取り組みが「プラチナ社会」の理念に合致し
　ていると評価されました。

【プラチナ構想ネットワークについて】（平成22年設立）
　●「プラチナ構想ネットワーク」は、エコで高齢者も参加でき、
　　地域で人が育ち、雇用のある、快適なまちづくりを進めてい
　　くための自治体、大学、企業などによるネットワークです。
　●本市では自治体職員向けの研修プログラムである「プラチナ
　　構想スクール」に平成23年度から職員を派遣しています。

【プラチナ社会について】
　●プラチナ構想ネットワークが提唱した、エコロジーで資源の
　　心配がなく、老若男女が全員参加し、心もモノも豊かで、雇
　　用がある社会のことです。

官民学連携

議会改革「デモテック宣言」

●取手市議会は、「チーム議会」「議会愛」をモットーに、市民の役に立つ議会を目指し

　て、市議と議会事務局職員が一体となり、様々な議会の改革に取り組んでいます。
●令和2（2020）年6月からは、官民学連携協定により、議会のさらなるICT化導入に
　よる新しい民主主義の手法構築に向けたチャレンジ「DemoTech(デモテック)」
　（Democracy（民主主義）にTechnology（技術）を掛けてつくり出された造語）
　事業を展開しています。

その他
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